
大淀川水系は 
「九州南東部」に区分 

 雨の量を想定（L2） １ 

 決壊地点ごとに氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを実施 ２ 

 決壊地点ごとのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの重ね合わせ ３ 

想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図のつくり方 

ステップ（1） 降雨特性を考慮した地域区分の設定 

・日本列島は、南北に長く、山脈が連なることから、
地域ごとに降雨特性が異なります。 

・全国を降雨特性が似ている15の地域に分割。 
 （右図参照） 
 

ステップ（2） 地域ごとの最大降雨量の設定 

・（1）の各地域について、その地域で過去に観測
された降雨データをもとに、降雨継続時間別、河
川の流域面積別に最大となる降雨量を算定します。 

 
 
上記を検討した結果、大淀川水系では、降雨継続時

間は24時間とし、基準地点の「柏田」上流における
降雨量は24時間総雨量612mmとしました。 

①雨の量を想定します。 

想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図とは、現在の流域（河川）の状況で、過去にその地域
で実際に降った降雨から想定される最大規模の降雨【以下、L2】により堤防が決壊したり、溢れたり
した場合に、その氾濫水により浸水が想定される範囲と浸水深を示すものです。 
具体的な検討手順は、次の３段階です。 

※出典：浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の 
    設定方法 （国土交通省） 

今の河川の測量断面（200ｍピッチ）をもとに、
①の降雨によって増えた川の水が、現在の堤防で
安全に流すことができる最大の流量に達した時点
で、堤防が決壊するものと想定し、氾濫する水の
流れや広がりをシミュレーションしました。 

②決壊地点ごとの氾濫シミュレーションの重ね合わせ 

※堤内地の内水は考慮していません。 

ふだんの状態 雨が降り川の水が 
増えます 

安全に流すことのできる 
最大の水量に達した 
時点で堤防が決壊 

堤内地（堤防により守られている側） 
堤防 
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項 目 
既公表 

浸水想定区域図 
計画規模降雨 

による浸水想定区域図 
想定最大規模降雨 

による浸水想定区域図 

降雨量 
573ｍｍ/48時間 

【基準地点】 
柏田上流域 

458mm/24時間 
【基準地点】 
柏田上流域 

612ｍｍ/24時間 
【基準地点】 
柏田上流域 

地盤高 
メッシュ 

50ｍ×50ｍメッシュ 
 

1/2,500平面図及び
1/5,000市町村図より、

メッシュ内の測点を 
平均して算出 

5ｍ×5ｍメッシュ 
 

LPデータを基本とし、基盤地図情報5mメッシュ又は 
10mメッシュ(国土地理院)、数値地図50mメッシュ 

((財)日本地図センター等)で補完 

氾濫解析 
メッシュ 

100ｍ×100ｍ 
メッシュ 

25ｍ×25ｍ 
メッシュ 

 

すべての破堤点のシミュレーション結果を重ね合わせ、各地点の最も深い浸水深を表示しました。 

③決壊地点ごとの氾濫シミュレーションの重ね合わせ 

今回検討に使用した地盤高データは、航空レー
ザー測量結果を基本としているため、前回公表の
地盤高データに比べ精度が良く、氾濫の流れが表
現できるようになりました。 

【参考】地盤高データについて 

既公表（Ｈ15，18年）と今回公表（Ｈ28年）の条件比較 

各々の氾濫計算結果を 
重ね合わせ、その最大値を 
表示します。 

氾濫水の流れ 
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